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背景背景

オーディオビジュアルシステムを取り巻く現状
高機能化が進む上でソフトウェアの開発工数が増大高機能化が進む上でソフトウェアの開発工数が増大

ソフトウェア開発期間や開発コストが短縮傾向

当社のオーディオビジュアルシステム開発
短期間でソフトウェア開発を完了させるために大半を

派生開発で対応

一部の製品では、派生開発プロセスであるXDDPを導入

XDDPの適用で生産性が10%向上XDDPの適用で生産性が10%向上
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目的目的

目的

当社オ ディオビジュアルシステム製品の更なる生産性当社オーディオビジュアルシステム製品の更なる生産性
の向上、XDDPの安定的な運用を目指す

方法

 適用プ ジ クト 課題を分析XDDP適用プロジェクトの課題を分析

XDDPのプロセスをベースに当社オーディオ
ビジ アルシステム製品に適したプロセスを設計ビジュアルシステム製品に適したプロセスを設計
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StSt ３３StepStep３３::
USDMUSDMへ反映へ反映
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試適用結果試適用結果
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概要概要

対象製品の変更要求を用いてUSDMの試作を実施

1 対策効果の見積1. 対策効果の見積

方法：対策を実施する前と後でのUSDMの品質を比較

被験者：ソフトウエア開発者(2名)被験者：ソフトウエア開発者(2名)
ソフトウェア開発歴10年

対象製品の知識なし対象製品の知識なし

要求分析の経験なし(XDDP,USDMの知識なし)

2. 有識者からの意見収集2. 有識者からの意見収集

方法：対象製品のプロセス改善の有識者からの意見を収集

被験者：プロセス改善活動のリーダー(2名)被験者：プロセス改善活動のリ ダ (2名)
XDDPを含めたプロセス改善を進める部門のリーダー

対象製品の知識あり

XDDP、USDMの知識あり
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2.2.有識者からの意見収集有識者からの意見収集

 作業内容
分析プロセスを説明分析 を説明

被験者がサンプルを作成

分析プロセスに対する意見を収集

 結果
長所

テンプレ トを用いて分析するので網羅性は上がるテンプレートを用いて分析するので網羅性は上がる

ソフトウェア構造を意識しながら分析を行うので、部品化が進む

分析プロセスを決めたので人による質のばらつきが抑えられる

短所

 Step1が分かり難い(上手く出来ない)
 現場からも同様の意見が挙がる可能性大 現場からも同様の意見が挙がる可能性大

各ステップの分析結果をexcelのシートに書くので全ての分析結果を並べ
てみる事が出来ず、作業しにくい
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効果と今後の課題効果と今後の課題

 効果
網羅性の向上は期待できる網羅性 期待

テンプレートの効果

分析図導入の効果

部品化が進む事が期待できる部品化が進む事が期待できる

各階層ごとに分析プロセスを規定した効果

 課題と対策
 Step1の上位要求の分割、パタンの決定の定義が複雑

分析プロセス単純化

説明資料の充実化

ツールなどによる支援ツ ルなどによる支援

1つのファイルでのワークフロー形式が非効率的

分析結果をUSDMに反映する作業を支援する環境の構築
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まとめまとめ

 XDDPの安定的な運用を目指して、 XDDPのプロセスをベース
に当社オーディオビジュアルシステム製品に適したプロセスを
設計設計

 作業者のスキルに依存することなくUSDMを作成することが 作業者のスキルに依存することなくUSDMを作成することが
可能な分析プロセスを定義
作成手順の標準化

対象ソフトウェアの特徴を考慮した分析方法の決定

 分析プロセスの適用効果を検証 分析プロセスの適用効果を検証
網羅性や部品化には一定の効果が期待できる

実適用に向けて、一部単純化やテンプレートのメンテナンス方法の
確立が必要

 今後は 本稿で定義した分析プロセスの製品開発適用を 今後は、本稿で定義した分析プロセスの製品開発適用を
目指し、課題に対する対策を実施予定
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